
モラルが高いと世界から評価の高い日本人、
こと交通に関するモラルは何故こうも低いのか─

年々、交通事故の死者数は減ってきているとはいうものの、毎日の報道で事故の

話題が上らない日はない。事故の全てとは言えぬが、その多くは一人ひとりの交通

社会におけるわがまま・身勝手な振る舞いが招いているのではないだろうか。

事故を減らすための努力として、取締り強化ももちろん必要だが、日本人の「民

度・文化・社会性・良識」の視点から交通安全教育の見直しを今一度、学校・企業

・地域などで取り組んでみる必要があるのではないかと思う。55年余に亘り「交通」

を通して社会・教育問題に取り組んできた著者の至言あふれる一冊です。

本書は、交通安全情報誌「ＡＡＫＫ」に連載した随想のうち、2010年から2018年

の間に掲載された小文を71話抜粋し、一部加筆修正のうえ再録した随想集。
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